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農林統計速報 

 
牛乳、乳製品の生産消費量統計 
 （農林省統計調査部公表資料より） 
１、生乳生産量 

 本年２月の全国の生乳生産量は、177,800 トンで、

前年同月の生産量に対して約11,400トンの増加であ

った。これは前年同月の 113.3％にあたり、前月の増

加率 111.5 を上廻っている。しかし中国地区の増加

率は前月のそれをやや下廻った。 

 地区別には、西日本の増加率が高く、中国地区は

17.3％であった。 

２、用途別工場消費量 

 ２月の飲用牛乳等向けおよび乳製品等向けの生乳

消費量は、それぞれ 85,200 トンおよび 78,500 トン

で、前年同月の消費量に対してそれぞれ 108.0％およ

び 119.4％で加工向の割合が少し大きくなっている。 

３、乳製品生産量および在庫量 

 乳製品の生産も増加しており脱脂れん乳、脱脂粉

乳は前年同月にくらべ 50％、バター、チーズ、全粉

乳大かんは約 30％増しであった。 

 ２月末における工場在庫量は、全粉乳が前月末に

比較して減少しているほか、他の乳製品はいずれも

増加している。 

 

 

昭和 36年農家経済の動き 
―順調な伸び、畜産、工芸作物のウエイト高まる― 

 農林省岡山統計調査事務所がこのほど取りまとめ

た、昭和 36年（１～12月）農家経済の動きによると、

県下農家の現金収支の概要はつぎのとおりである。 

 年間の農家現金所得は 406,482 円で、前年（35年）

に比べ 30.2％増加し、経済余剰（差引額）も前年の

60,120 円に比べ 45.8％増の 87,681 円で順調な伸び

を示している。 

農業所得 

 農業所得の増勢は農業、兼業両面にあらわれてい

るが、この内容を畜産を主としてみると、農業収入

面では、35 年に比べ、大宗をなす米の 8.8％上昇に

対し、消費の波に乗った畜産物は 34.4％で工芸作物

とともに価格の堅調に支えられて大巾に増加をみて

いる。 

農業収入全体では前年を 18.7％上廻る 258,370円を

示した。 

 また、農業収入の構成比率も米、麦、いも、雑穀

は前年をそれぞれ下廻り、畜産物、工芸作物のウエ

イトが高まって来たのが注目される。 

 このような農業収入の上昇に対し、農機具などの

固定設備費を除いた経常的な農業支出（生産資材の

購入など）は前年対比 13.5％増の 102,805円が支出

されているが、畜産収入の増加に見合って、飼料費

も 33.7％の大巾な支出増になっている。 

農外所得 

 農外所得は35年より 35.5％増しの 250,917円とな

ったが、注目すべきは、35 年 12月までは農外収入が

業収入を上廻ることはなかったが、36 年になって農

外収入が大きく伸び農業収入をオーバーしたことで

ある。すなわち現金農業所得（155,565円）を賃労働

収入（162,685円）が上廻ってきたことを見れば、好

むと好まざるにかかわらず農家の兼業化への方向が

かなりはっきりしてきたといえよう。 
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農漁村の人口流出続く 

―農林漁家、就業動向調査結果― 

 農林省岡山統計調査事務所がこのほど発表の、昭

和 36年中（１月～12月）の農林漁家就業動向調査に

よれば、県下の農林漁家世帯員の減少数は 21,200人

（100分の１抽出調査による）に達し、前年の 11,500

人に比べさらに 9,700 人（84％）上廻り、農林漁村

での人口流出は前年にひきつづき増勢を強めている。 

 これは出生率の低下による自然増（出生～死亡）

が前年を下廻ったことと、世帯員の転出入による流

出（世帯ぐるみの転業による都市への流出、離村就

職者の増）増加のためである。 

 


